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小買建設lttl(結城市)は 16日 、協力企

業の関東道路lttl(筑西市)と ともにフイ

ニッシヤーによる ICT施工舗装工事を
行つた。県土木部発注の現場では初とな

る実施で、県筑西土木事務所の職員など

が視察した。          |

現場は県筑西土木事務所発注の 「31国補地道

第31-03-488=0-004号 道路改良工事」(結城市
芳賀崎)で、小貫建設が受注。協力企業の関東道

路が導入した3次元マシンコントロール (MC)
のフイニッシャ■による I!cT舗装施工を実施し

た。関東道路ではMCグ レーダーも導入しており、
同現場でも路盤施工に活用されている。

自動制御されたフィエッシャーによる高精度な

施工を見学し、 ICT舗装工の施工手順やメリッ
ト、留意点を学んだ参加者は「施工品質が高い」

「グレーダーとフィエ)シ ャー両方の ICT施工
は画期的」などと感想を述べた。

小貫建設の小貫勝重代表取締役は「今まで通り

のことをやっているだけでは若い人が離れてしま

う。新しい技術を取り入れ生産性を向上し、若手
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の育成や女性の参入につなげていきたい」と話し、

現場代理人の佐谷大樹氏は慣れるまで工程管理に

注意が必要だが経験を積み重ねることにより工期

の短縮や人件費の削減が期待できるとメリットを

挙げた。

関東道路の武藤正浩代表取締役は「今回作業し

たオペレーターは入社 4年 目。同規模の工事では

通常10年ほどの経験が必要」とし、 ICTの 活用
により若手のモチベーション向上と教育期間の短

縮により企業にとっても生産効率が上がると語

る。(同社では 3次元レニザースキャナーの導入や

ICT建機の保有を増やすことによリー括したサ
ポートができる体制を整える考えだ。
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